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「（仮称）G-Bio 石巻須江発電事業 環境影響評価準備書」に対する技術審査会答申の形成  

答  申  案  
技術審査会からの指摘・質問事項  

※  ○番号は，「資料１－４」指摘事項及び事業者回答と関連しています。  

備  考  
【 委 員 名 】 
（ 専 門 分 野 ）  

 

【１ 全般的事項】 

（１）  対象事業実施区域（以下「事業区域」という）に近接して，小学

校，保育所及び多数の住居等が立地しているため，本事業の実施に

よる大気質，騒音，悪臭等生活環境への影響が懸念される。 

 このことから，事業の実施にあたっては，騒音，悪臭等の生活環

境への影響だけでなく，その他の環境要素に関しても，準備書に記

載された環境保全措置の確実な実施に加え，後述する個別的事項を

踏まえた環境影響の一層の回避，低減に努めること。 

 

  

  

 

前段は，全般的事項①の前段の反映し，地域特性を記載した。 

全般的事項① 

「騒音，悪臭，交通問題等について住民側から懸念されている状況を踏ま

え，運転時の状況の共有，事後調査の結果のフィードバック等ができる

よう，地元との環境保全に係る協議会等を組織することが望ましい。」 

  

  後段は，準備書段階の事業に対して求める基本的事項。 

 【参考：（仮称）宮城加美風力発電 準備書】 

 

【平野会長】

（景観） 

【由井委員】 

（動物（猛禽

類），動物生

態） 

 

（２）  発電に使用する燃料について，評価書においては，新規燃料 G-

Bio Fuel .P（以下「新規燃料」という）に関する詳細な情報（原

料（学名を含む），成分組成，他事業における使用実績等）を記載

するとともに，再生可能エネルギーの固定価格買取制度の対象燃料

として認定されなかった場合の対応も含めて，明確に示すこと。 

 

  

全般的事項② 

 新規燃料である G-Bio Fuel .P について，住民からの懸念を踏まえ，評

価書においては再生可能エネルギーの固定価格買取制度の対象燃料として

認定されなかった場合の対応も含めて，より具体的かつ詳細な情報を記載

すること。 

 

植物① 

G-Bio Fuel .P の原料となるマメ科の植物について，種名，学名等を明

記すること。 

 

 

【田口委員】 

（大気，水

質，有害物

質） 

 

【野口委員】 

（植物（植

生），生態系

（植物生

態）） 

【平野会長】 

（景観） 

 

 

（３）  環境保全措置の検討に当たっては，実施による効果を定量的に判

断し，必要に応じて準備書に記載の環境保全措置の見直しを検討す

ること。 

 

 

 

 

 

 

  

（環境影響評価を進めるに当たって事業者が配慮すべき基本的項目） 

 

【参考：（仮称）石巻港バイオマス発電事業 準備書】 

 

資料１－７  



 2 / 4 

 

（４）  事業区域周辺の住民，関係自治体である石巻市及び東松島市の

関係者に対して，環境影響に関する情報を積極的に提供するとと

もに，理解を得た上で事業を進めること。 

また，新規燃料の使用により，想定外の環境影響の発生が懸念

されることから，事業の実施に当っては，住民等へ施設の稼働状

況及び常時監視システムのリアルタイムでの共有，事後調査結果

の迅速なフィードバック等，積極的な情報提供を行うこと。その

うえで，地元との環境保全に係る協議会等を組織することが望ま

しい。 

 

  

（環境影響評価を進めるに当たって事業者が配慮すべき基本的項目） 

【参考：G-Bio 石巻須江発電事業 方法書】 

後段は，全般的事項①を反映。 

 

 

【２ 個別的事項】 

（１） 大気質 

イ 新規燃料の臭気や排気が大気質に与える影響について，同種及び類似

の植物油と比較した結果を参考に掲載する等，よりわかりやすく評価書

に記載すること。 

 

ロ 稼働後の環境保全措置として，窒素酸化物をはじめとする大気質につ

いて，常時監視を実施するとともに，実際の拡散の状況，濃度測定を含

め，事後調査の対象とすること。また，常時監視や事後調査の結果につ

いては，積極的に公表し，地域との情報交換に努めること。 

 

 

 

ハ 排ガス処理施設の設計に当たっては，常時監視結果や事後調査の結果

に応じて，より環境への影響を低減することが可能な構造となるようあ

らかじめ検討すること。 

 

  

イ 

大気質① 

G-Bio Fuel .P と同種の植物油の燃焼に係る臭気や排気について，他の

実績等を調査の上，報告すること。 

 

ロ 大気質②と③を統合。 

大気質② 

窒素酸化物をはじめとする大気質について，事後調査を実施するとも

に，常時監視結果を積極的に公表すること。 

併せて，基準を満たしていることを実証するため，実際の拡散の状況，

濃度測定を含めて調査することが望ましい。 

 

ハ 

大気質③ 

事後調査の結果に応じて，運用開始後に排ガスの処理方法を変更可能な

施設，設備の構造とするよう検討すること。 

 

 

 

【村田委員】 

(大気質・温室

効果ガス) 

 

 

【村田委員】 

(大気質・温室

効果ガス) 

【平野会長】 

（景観） 

 

 

【村田委員】 

(大気質・温室

効果ガス) 

 

 

（２）悪臭 

新規燃料の不純物を含めた成分組成等を明らかにした上で，保管時及び

燃焼に伴い，生活環境に与える影響について，臭気指数等に係る計量証明

等，科学的に評価した結果を評価書に記載すること。 

 

  

悪臭① 

 G-Bio Fuel .P の不純物を含めた成分組成等を明らかにした上で，保管

時及び燃焼時のにおいが発生する可能性について，科学的に評価した結果

を評価書に記載すること。 

 

 

【平野会長】 

（景観） 

 

（３）騒音 

イ 幹線交通を担う道路に近接する地域以外の調査地点における騒音の評

価にあっては，現状の環境を踏まえ，今満たしている基準の中で最も厳

しい基準を準用し，適切に評価を行うこと。 

 

 

 

 

  

イ 

騒音① 

幹線交通を担う道路に近接する地域以外の調査地点における評価にあって

は，現状の環境を踏まえ，今満たしている基準の中で一番厳しい基準を準用

し，評価し直すこと。 

 

 

 

 

【永幡委員】 

（騒音） 
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ロ 事業区域近傍には住居等が存在することから，工事中の資材，機械の

運搬及び残土処理にかかる大型車両の通行に伴う騒音による生活環境へ

の影響が懸念される。このため，大型車両の通行計画を含めて評価し直

し，必要に応じて生活環境への影響が大きい時間帯における通行の回避

や，通行車両台数の時間帯毎の分散等，生活環境への影響をより低減さ

せる措置を検討すること。 

 

 

ロ 

騒音② 

工事中の資材及び機械の運搬及び残土処理にかかる大型車両の通行計画を含

めて評価し直し，必要に応じて車両の通行の分散を検討すること。 

 

 

【永幡委員】 

（騒音） 

 

（４）水質 

燃料の漏出や火災等により，周辺の水環境へ影響が及ぶことのないよ

う，点検項目を含め対応方針について，評価書に記載すること。 

 

  

水質① 

燃料の漏出や火災等の危険性を踏まえ，平時だけではなく，災害時（異常

時）にあっても周辺の水環境に影響が及ぶことのないよう，点検項目を含め

た対応について，評価書に記載すること。 

 

【内田委員】 

（悪臭・水質

・廃棄物） 

 

（５）地形・地質 

イ 対象事業実施区域内に土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）が存在す

ることから，事業実施により残存する急傾斜地の斜面に与える影響につ

いて，崩壊予備物質になりうる土層の簡易貫入試験や急傾斜地の安定解

析等を実施した上で評価すること。また，土砂災害に関わる既存の防災

施設について調査し，予測及び評価し，評価書に記載すること。  

 

 

 

ロ 旭山撓曲と須江断層の位置関係を示した上で，施設の耐震安全性の評

価を可能な範囲で行い，その内容を評価書に記載すること。また，評価

の結果，活断層型地震やプレート境界型地震による施設への影響が懸念

される場合にあっては，より安全側での保全措置を検討すること。 

 

  

イ 

地形・地質① 

 対象事業実施区域内に土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）が存在する

ことから，事業実施により残存する急傾斜地の斜面に与える影響につい

て，崩壊予備物質になりうる土層の簡易貫入試験や急傾斜地の安定解析等

を実施した上で評価すること。さらに，土砂災害に関わる既存の防災施設

について調査し，予測及び評価に加えること。  

 

ロ 

地形・地質② 

旭山撓曲と須江断層の位置関係を示した上で，発電所施設の耐震安全性

の評価を行うことが望ましく，その内容について可能な範囲で評価書に記

載すること。また，評価の結果，活断層型地震やプレート境界型地震によ

る施設への影響が懸念される場合にあっては，より安全側での保全措置を

検討すること。 

 

 

 

【平野会長】 

（景観） 

【伊藤委員】 

（地形，地

質，地盤沈

下） 

 

 

【平野会長】 

（景観） 

【伊藤委員】 

（地形，地

質，地盤沈

下） 

（６）動物 

イ 両生類の調査について，より広域を対象とした現地踏査結果を評価書

に掲載した上で，実効性の高い環境保全措置を適切に講ずること。 

 

 

 

 

ロ 猛禽類の繁殖について年時変化があることを踏まえ，今回確認された

ノスリ以外の猛禽類についても，着工までに生息状況に係る追加調査を

実施すること。また，追加調査結果を踏まえ，事後調査の実施を検討す

る等の環境保全措置を講じることとし，その旨を評価書に記載するこ

と。 

イ 

動物① 

両生類の踏査ルートについて，より広域を対象として調査した結果を補足

資料として，提出すること。 

【参考：（仮称）石巻風力発電事業 準備書】 

 

ロ 

動物② 

猛禽類の繁殖について年時変化があることを踏まえ，ノスリ以外の猛禽類

についても，着工までに繁殖地に係る調査を実施し，事後調査対象とするこ

と。 

 

 

【太田委員】 

（動物（両生

類，爬虫

類）） 

【平野会長】 

（景観） 

 

【由井委員】 

（動物（猛禽

類），動物生

態） 
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（７）温室効果ガス 

温室効果ガスの排出量について，原料の栽培，燃料の製造，燃料を輸入

する際の船舶等の運行なども含め，ライフサイクルの視点に基づき，個別

の増加要素及び減少要素を明確にした上で予測及び評価を行うこと。 

 

 

温室効果ガス① 

温室効果ガスの排出量について，原料の栽培，燃料の製造，燃料を輸入す

る際の船舶等の運行なども含め，ライフサイクルアセスメントの考え方を基

本に，個別の増加要素及び減少要素の加減を明確にした上で予測及び評価を

行うこと。 

 

 

【村田委員】 

(大気質・温室

効果ガス) 

【平野会長】 

（景観） 

 

 

（８）放射線の量 

放射線の量について，事業区域内の土壌の放射性物質濃度を測定する等

適切に把握した上で，拡散防止措置等を事業計画に反映すること。 

 

 

放射線の量① 

① 放射線の量を環境影響評価の項目に追加した上で土壌の放射性物質濃度

を測定する等，改めて評価を行うこと。 

 

【石井委員】 

（放射性物

質） 

【平野会長】 

（景観） 

 


